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令
和
四
年
度　

事
業
報
告

事
業
の
状
況

　

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
の
財
団
運
営
も
三
年
目
を
迎

え
た
が
、
当
初
の
事
業
計
画
通
り
、
新
村
出
賞
等
の

選
考
と
重
山
文
庫
の
運
営
と
い
う
財
団
の
活
動
の
軸

と
な
る
二
つ
の
事
業
を
、
滞
り
な
く
行
う
こ
と
が
で

き
た
。

　

役
員
の
異
動
に
つ
い
て
、
理
事
で
は
木
田
章
義
、

佐
藤
昭
裕
、
鈴
木
泰
の
三
氏
が
二
年
間
の
任
期
を
了

え
、
重
任
さ
れ
た
。
ま
た
任
期
中
で
あ
っ
た
真
田
信

治
氏
が
逝
去
さ
れ
た
。
代
表
理
事
に
は
木
田
章
義
氏

が
選
定
さ
れ
た
。

　

評
議
員
で
は
、
木
部
暢
子
氏
が
あ
ら
た
に
選
任
さ

れ
た
。
（
以
上
は
令
和
四
年
度
中
の
異
動
に
つ
い
て

の
報
告
で
あ
る
。
そ
の
後
の
異
動
に
基
づ
く
現
在
の

役
員
・
評
議
員
の
一
覧
は
本
『
財
団
報
』
末
尾
に
掲

載
し
て
い
る
。
）

一
、
重
山
文
庫
の
公
開

　

令
和
四
年
度
も
研
究
者
な
ら
び
に
見
学
者
に
重
山

文
庫
を
公
開
し
た
。
開
館
日
は
毎
週
月
曜
日
お
よ
び

金
曜
日
で
、
開
館
時
間
は
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
、

午
後
一
時
か
ら
四
時
で
あ
る
。

　

本
年
度
の
来
館
者
は
、
図
書
、
書
簡
等
の
資
料
の

閲
覧
を
目
的
と
す
る
研
究
者
と
一
般
の
見
学
者
と
を

合
わ
せ
て
一
一
一
名
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
茨
木
市
立
川
端
康
成
文
学
館
で
四
月
十
一
日

か
ら
六
月
三
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
「
川
端
康
成
没

後
五
十
年
特
別
企
画
展
『
古
都
を
か
け
る
川
端
康

成
』
」
に
お
け
る
展
示
の
た
め
、
新
村
博
士
自
作
の

「
『
古
都
』
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
」
を
貸
し
出
し
た
。

二
、
新
村
出
賞
・
研
究
奨
励
賞
・
刊
行
助
成
金
の
贈
呈

　

第
四
十
一
回
新
村
出
賞
・
第
四
十
回
新
村
出
研
究

奨
励
賞
・
令
和
四
年
度
新
村
出
刊
行
助
成
金
の
応
募

者
数
は
新
村
出
賞
二
件
、
研
究
奨
励
賞
六
件
、
刊
行

助
成
金
一
件
で
あ
っ
た
。
選
考
委
員
会
は
二
回
（
七

月
三
十
日
、
十
月
二
十
二
日
）
開
か
れ
、
次
の
通
り

各
賞
の
受
賞
者
を
決
定
し
た
。

〇
新
村
出
賞　

該
当
者
な
し

〇
研
究
奨
励
賞
〔
副
賞
六
〇
万
円
〕

　

安
達
真
弓
氏　

東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・

　
　
　
　
　
　
　

ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
助
教

 

《
本
国
ベ
ト
ナ
ム
語
の
空
間
・
談
話
ダ
イ
ク
シ

ス
研
究　

及
び
在
日
ベ
ト
ナ
ム
系
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
け
る
社
会
言
語
学
的
研
究
》

　

•“
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.

　

•

『
ベ
ト
ナ
ム
語
空
間
ダ
イ
ク
シ
ス
と
そ
の
展
開

―
指
示
詞
か
ら
文
末
詞
・
感
動
詞
へ
』
（
勉
誠

出
版
、
二
五
二
頁
、
二
〇
二
一
年
）

　

黒
川
茉
莉
氏　

上
智
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　

博
士
後
期
課
程
院
生

 

《
イ
ベ
リ
ア
半
島
文
典
類
に
遡
及
す
る
、
キ
リ

シ
タ
ン
版
日
本
語
文
典
の
研
究
》

　

•

「
実
践
編 

6
.
5
.
 

天
草
版
ラ
テ
ン
文
典
―
イ
エ

ズ
ス
会
標
準
ラ
テ
ン
文
法
の
日
本
語
対
応
版
」

（
『
キ
リ
シ
タ
ン
語
学
入
門
』
岸
本
恵
実
・
白
井

純
（
編
）
、
八
木
書
店
、
二
〇
二
二
年
）

　

•

「
用
例
翻
訳
の
疎
密
に
見
る
キ
リ
シ
タ
ン
日
本

語
文
典
の
性
格
」
（
『
論
究
日
本
近
代
語
』
第
二

集
、
日
本
近
代
語
研
究
会
（
編
）
、
勉
誠
出
版
、
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三
、公
開
講
演
会(

於 

京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス)

　

令
和
四
年
十
一
月
二
十
三
日
、
新
村
恭
氏
（
新
村

出
記
念
財
団
嘱
託
職
員
）
が
「
『
広
辞
苑
』
の
裏
面

史
―
人
と
出
版
社
の
織
り
な
す
物
語
」
と
題
し
て
講

演
し
た
。
（
後
掲
）
。

四
、
年
報
の
刊
行

　

『
一
般
財
団
法
人
新
村
出
記
念
財
団
報
』
三
十
六

号
を
刊
行
し
た
。
令
和
三
年
度
に
行
っ
た
財
団
の
諸

事
業
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

訃
報

　

平
成
五
年
度
以
来
当
財
団
の
評
議
員
、
監
事
を
務

め
ら
れ
、
令
和
一
年
度
か
ら
は
理
事
の
職
に
あ
っ
た

真
田
信
治
氏
（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）
は
、
未
だ
任

期
中
の
令
和
四
年
十
一
月
十
三
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。

二
〇
二
二
年
）

　

•

「
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』
の
品
詞

p
a
r
t
i
c
u
l
a

とa
r
t
i
g
o

に
就
い
て
」
（
『
訓
点

語
と
訓
点
資
料
』
第
一
四
五
輯
、
訓
点
語
学
会
、

二
〇
二
〇
年
）

　

三
好
伸
芳
氏　
　

武
蔵
野
大
学
文
学
部
専
任
講
師

 

《
日
本
語
に
お
け
る
述
語
と
補
部
の
相
互
作
用

に
関
す
る
研
究
》

　

•

『
述
語
と
名
詞
句
の
相
互
関
係
か
ら
見
た

日
本
語
連
体
修
飾
構
造
』
（
ひ
つ
じ
書
房
、

二
〇
二
一
年
）

　

•

「
連
体
修
飾
要
素
の
解
釈
と
述
語
の
タ
イ
プ
」

（
『
日
本
語
文
法
』
二
十
巻
一
号
、
日
本
語
文
法

学
会
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）

　

•

「
叙
想
的
テ
ン
ス
の
意
味
と
統
語
」（
竹
沢
幸
一
・

本
間
伸
輔
・
田
川
拓
海
・
石
田
尊
・
松
岡
幹
就
・

島
田
雅
晴
（
編
）
『
日
本
語
統
語
論
研
究
の
広

が
り
―
記
述
と
理
論
の
往
還
』
く
ろ
し
お
出
版
、

二
〇
一
九
年
）　

〇
新
村
出
刊
行
助
成
金　

該
当
者
な
し

　

贈
呈
式
は
京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
、
令
和
四

年
十
一
月
二
十
三
日
（
祝
）
に
開
催
し
、
賞
状
と
副

賞
を
贈
呈
し
た
。
な
お
、
受
賞
者
に
は
『
新
村
出

全
集
別
巻
』
な
ら
び
に
『
新
村
出
記
念
財
団
設
立

三
十
五
周
年
記
念
論
文
集
』
を
一
冊
ず
つ
贈
呈
し
た
。
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本
年
度
新
村
出
賞
等
受
賞
者
の
挨
拶

新
村
出
研
究
奨
励
賞

　

受
賞
の
御
礼

安　

達　

真　

弓

　

こ
の
度
は
、
新
村
出
研
究
奨
励
賞
を
授
与
い
た
だ

き
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
ま
ず
、
本
賞
の
審
査

員
の
先
生
方
、
新
村
出
記
念
財
団
の
皆
様
、
そ
し
て
、

私
が
普
段
愛
用
し
て
い
る
『
広
辞
苑
』
の
編
者
で
あ

り
、
出
身
校
の
大
先
輩
で
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
新

村
出
先
生
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
栄

え
あ
る
賞
を
受
賞
で
き
ま
し
た
の
は
、
私
の
研
究
を

日
頃
よ
り
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
多
く
の
方
々

の
お
蔭
で
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
本
国
ベ
ト
ナ
ム
で
話
さ
れ
て
い
る
ベ

ト
ナ
ム
語
の
指
示
詞
に
つ
い
て
の
記
述
言
語
学
的
な

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

雑
報

　

受
贈
資
料

　

•
 

工
藤
陽
子
氏
よ
り
新
村
出
博
士
か
ら
角
田
文
衛

氏
に
宛
て
た
葉
書
一
通
を
寄
贈
い
た
だ
い
た
。

（
令
和
四
年
七
月
）

　

•
 

長
田
俊
樹
氏
よ
り
新
村
出
博
士
か
ら
長
田
夏
樹

氏
に
宛
て
た
葉
書
二
通
を
寄
贈
い
た
だ
い
た
。

（
令
和
四
年
八
月
）

　

受
贈
図
書

次
の
図
書
、
雑
誌
を
寄
贈
い
た
だ
い
た
。

　

•
 

平
山
久
雄
『
中
古
音
講
義
』
汲
古
書
院

（
二
〇
二
二
年
）

　

•
 

『
類
型
学
研
究　

第
６
号　

山
口
巖
先
生
追
悼

号
』
類
型
学
研
究
会
（
二
〇
二
二
年
）

　

•
 

『
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学　

国
語
国
文
学
』

四
十
一
号
、
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
国
語
国
文
学

会
（
二
〇
二
二
年
）

　

•
 

『
和
洋
國
文
研
究
』
五
十
七
号
、
和
洋
女
子
大

学
日
本
文
学
文
化
学
会
（
二
〇
二
二
年
）

　

•
 

『
三
重
大
学　

日
本
語
学
文
学
』
三
十
三
号
、

三

重

大

学

日

本

語

日

本

文

学

研

究

室

（
二
〇
二
二
年
）

　

•
 

『
イ
ソ
ッ
プ
資
料
』
十
四
号
、
イ
ソ
ッ
プ
資
料

研
究
室
（
二
〇
二
二
年
）

　

•
 

『
相
模
国
文
』
五
十
号
、
相
模
女
子
大
学
国
文

研
究
と
、
移
民
に
よ
っ
て
日
本
で
話
さ
れ
て
い
る
ベ

ト
ナ
ム
語
に
つ
い
て
の
社
会
言
語
学
的
研
究
の
二
つ

を
テ
ー
マ
と
し
て
研
究
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
記
述

言
語
学
と
社
会
言
語
学
を
同
時
に
研
究
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
の
は
、
大
学
院
時
代
の
指
導
教
員
で
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
林
徹
先
生
の
研
究
ス
タ
イ
ル
か
ら
大

き
く
影
響
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
指
示
詞
の

研
究
と
移
民
の
言
語
の
研
究
、
そ
の
両
方
の
楽
し
さ

を
ご
教
示
く
だ
さ
っ
た
林
先
生
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　

提
出
業
績
の
一
つ
で
あ
る
拙
著
『
ベ
ト
ナ
ム
語
空

間
ダ
イ
ク
シ
ス
と
そ
の
展
開
』
は
、
私
の
博
士
論
文

を
基
に
し
た
論
考
で
す
。
本
書
の
出
版
を
ご
支
援
く

だ
さ
っ
た
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言

語
文
化
研
究
所
のL

i
n
g
D
y
3

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
よ
び

D
D
D
L
i
n
g

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
そ
し
て
本
書
の
出
版
を

お
引
き
受
け
く
だ
さ
っ
た
勉
誠
出
版
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
「
ダ
イ
ク
シ
ス
表
現
」
と
は
、
「
そ
の
解
釈

に
言
語
外
の
文
脈
情
報
を
必
須
と
す
る
言
語
的
表

現
」
の
こ
と
で
す
。
そ
の
例
と
し
て
本
書
は
、「
こ
れ
」

「
そ
れ
」
「
あ
れ
」
の
よ
う
な
指
示
詞
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
語
で
指
示
詞
「
そ
れ
」
と
感
動
詞

「
ほ
ら
」
、
さ
ら
に
文
末
詞
「
～
よ
」
に
当
た
る
も
の

は
、
み
な
同
じ
形
を
し
て
い
ま
す
。
本
書
で
は
こ
の

よ
う
な
現
象
に
つ
い
て
扱
い
、
自
然
談
話
な
ど
の

デ
ー
タ
を
分
析
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
の
共
通

点
と
相
違
点
を
整
理
し
た
上
で
、
同
心
円
が
重
な
っ

た
包
含
を
許
す
モ
デ
ル
を
用
い
て
統
一
的
な
原
理
に

研
究
会
（
二
〇
二
三
年
）

　

•
 

『
令
和
四
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団

　

研
究
報
告
論
集
』
（
代
表
石
塚
晴
通
）

（
二
〇
二
三
年
） 
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受
賞
の
御
礼

　
　
　

―
―
新
村
出
先
生
の
足
跡
を
辿
っ
て

黒　

川　

茉　

莉

　

こ
の
度
は
、
新
村
出
研
究
奨
励
賞
を
賜
り
、
誠
に

光
栄
に
存
じ
ま
す
。
キ
リ
シ
タ
ン
版
研
究
に
も
深
く

関
わ
ら
れ
た
新
村
出
先
生
の
お
名
前
を
冠
す
る
賞
で

あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
語
学
の
先
達
も
受
賞
な
さ
っ
て

い
る
賞
を
賜
っ
た
こ
と
、
大
変
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
が
致
し
ま
す
。
選
考
に
携
わ
ら
れ
た
先
生
方
、
新

村
出
記
念
財
団
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
と
り
わ
け
キ
リ
シ
タ
ン
語
学
と
い
う
研

究
分
野
に
私
を
導
い
て
下
さ
っ
た
豊
島
正
之
先
生
、

上
智
大
学
国
文
学
科
の
先
生
方
、
そ
し
て
、
キ
リ
シ

タ
ン
語
学
研
究
会
に
て
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先
生

方
に
も
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
来
日
以
降
の
キ
リ
シ

タ
ン
時
代
に
、
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
会
の
一
つ
で
あ
る
、

イ
エ
ズ
ス
会
は
宣
教
師
の
日
本
語
学
習
の
手
助
け
と

な
る
様
に
、
数
々
の
日
本
語
研
究
書
を
刊
行
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
書
は
既
に
、
中
世
時
代
末
か
ら
江
戸

時
代
初
期
の
日
本
語
に
就
い
て
の
貴
重
な
情
報
源
と

し
て
著
名
で
す
。
し
か
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
版
の
日
本

語
文
典
の
成
立
に
、
当
時
の
ラ
テ
ン
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
な
ど
の
文
法
書
が
影
響
を
与
え
た
こ

と
は
当
然
の
前
提
と
は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
外
国

語
の
原
典
が
具
体
的
に
日
本
語
文
典
の
ど
こ
に
影
響

を
与
え
て
い
る
の
か
、
日
本
語
文
典
の
術
語
の
用
法

は
、
原
典
で
の
用
法
と
共
通
と
見
て
よ
い
の
か
、
な

ど
詳
し
く
見
て
行
く
と
、
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
賞
を
賜
り
ま
し
た
研
究
は
、
キ
リ
シ
タ
ン

版
日
本
語
文
典
を
、
そ
の
原
典
と
な
っ
た
イ
ベ
リ
ア

半
島
系
文
法
書
と
術
語
・
文
法
の
構
成
な
ど
で
対
照

し
て
、
精
査
す
る
過
程
で
発
表
し
た
も
の
で
す
。

　

ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
『
日
本
大
文
典
』
は
、

当
時
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
ラ
テ
ン
語
標
準
文
法
と
さ
れ

た
マ
ヌ
エ
ル
・
ア
ル
バ
レ
ス
の
文
典
の
伝
統
的
な
八

つ
の
品
詞
分
類
を
拡
張
し
、artigo

とparticula

と
い
う
二
つ
の
品
詞
を
加
え
、
十
に
分
類
し
ま
す
。

但
し
、
こ
の
二
つ
の
品
詞
の
差
異
や
、
そ
れ
ら
を
追

加
し
た
理
由
は
、
明
確
に
は
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
は
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
が
新
し
い
品
詞artigo

を

加
え
た
の
は
、
日
本
語
の
「
準
体
」
現
象
を
組
織
的

に
論
ず
る
為
で
あ
る
と
考
え
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
関

係
代
名
詞
が
、
た
ま
た
ま
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
定
冠
詞

（artigo

）
と
同
形
で
あ
る
と
い
う
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
特

基
づ
い
た
説
明
を
行
う
こ
と
を
試
み
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
歴
史
的
な
展
開
の
細
部
に
つ
い
て

の
考
証
に
は
、
解
決
す
べ
き
課
題
が
ま
だ
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。
ハ
ノ
イ
留
学
以
降
十
年
来
の
言
語
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
る
グ
エ
ン
・
ズ
オ
ン
・
リ
ュ
ウ
先

生
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
ベ
ト
ナ
ム
語
の
こ
と
わ

ざ
の
一
つ
に
、
こ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
―
大

波
も
強
風
も
、
ベ
ト
ナ
ム
語
の
文
法
の
難
し
さ
に
は

匹
敵
し
な
い
―
。
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
難
し
く
感
じ
る

ベ
ト
ナ
ム
語
文
法
で
す
が
、
今
後
も
そ
の
謎
に
挑
み

続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
の
も
う
一
つ
の
研
究
テ
ー
マ
、
社
会
言
語
学
の

方
も
、
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

Language 
Communities 

in 
Japan

の
第
十
三
章

の
執
筆
を
お
任
せ
く
だ
さ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
Ｃ
・
マ
ー

ハ
先
生
を
は
じ
め
、
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
「
東
京
移
民
言
語
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
お
よ
び
「
移
民

の
継
承
語
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関

す
る
社
会
言
語
学
的
研
究
」
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
、

そ
し
て
、
長
年
私
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
方
々

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
方
に
少
し
で
も

御
恩
返
し
で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
語
学

の
発
展
に
も
寄
与
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
記
述
言
語

学
と
社
会
言
語
学
の
接
点
の
探
求
に
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
言
語
接
触
状
況
下
に
お
け

る
ダ
イ
ク
シ
ス
表
現
の
変
容
と
そ
の
過
程
を
追
い
、

そ
の
際
、
個
人
で
の
研
究
に
加
え
、
共
同
研
究
も
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度

は
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
あ
だ
ち　

ま
ゆ
み
）
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受
賞
に
際
し
て
の
御
礼

三　

好　

伸　

芳

　

こ
の
度
、
新
村
出
研
究
奨
励
賞
と
い
う
栄
誉
あ
る

賞
を
賜
り
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
審
査
を
ご
担

当
く
だ
さ
っ
た
選
考
委
員
会
の
皆
様
、
な
ら
び
に
財

団
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
私
を
研
究
者
と
し
て
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
大
妻

女
子
大
学
の
天
野
み
ど
り
先
生
、
筑
波
大
学
の
橋
本

修
先
生
に
も
、
こ
の
場
を
借
り
て
こ
れ
ま
で
の
学
恩

に
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
新
村
出
賞
・
新
村
出
研
究
奨
励
賞
の
存
在
を

知
っ
た
の
は
、
大
学
院
に
入
っ
て
間
も
な
い
頃
の
こ

と
で
す
。
ま
と
も
な
論
文
す
ら
書
い
た
こ
と
の
な
い

当
時
の
私
に
と
っ
て
、
新
村
出
研
究
奨
励
賞
は
ま
だ

「
雲
の
上
の
賞
」
と
い
う
印
象
で
、
こ
の
先
自
分
自

身
が
こ
の
よ
う
な
賞
に
応
募
す
る
こ
と
す
ら
想
像
も

し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
、
そ
の
よ
う
な
遠

く
か
ら
眺
め
て
い
た
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
大

き
な
喜
び
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
受
賞
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
の
は
、
私
が
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
日
本
語
に
お
け

る
述
語
と
補
部
の
相
互
作
用
に
関
す
る
研
究
で
す
。

こ
の
研
究
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
背
景
に
は
、
連
体

有
の
現
象
が
、
日
本
語
の
「
準
体
・
準
体
助
詞
」
の

説
明
に
適
し
て
い
た
為
で
あ
る
と
結
論
付
け
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
私
は
、
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
の
文
法
家

た
ち
が
、
ラ
テ
ン
語
文
法
と
は
大
き
く
異
な
る
特
徴

を
持
つ
日
本
語
文
法
を
記
述
す
る
際
に
生
じ
た
問
題

を
、
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
き
た
か
に

就
い
て
、
検
討
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

二
〇
二
二
年
十
一
月
初
旬
に
、
英
国
（
ロ
ン
ド
ン
）

の
大
英
図
書
館
で
、
新
村
出
先
生
も
過
去
に
原
本
を

調
査
さ
れ
た
天
草
版
『
平
家
物
語
・
イ
ソ
ポ
物
語
・

金
句
集
』
を
閲
覧
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
大

英
図
書
館
の
広
場
に
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
巨
大
な
銅

像
が
あ
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
、「
巨
人
の
肩
に

立
て
ば
こ
そ
、
更
に
遠
く
が
見
渡
せ
る
」
と
い
う
言

葉
で
も
有
名
で
す
が
、
図
書
館
に
通
い
続
け
た
数
日

間
、
偉
大
な
先
達
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
数
々
の
研
究

成
果
が
な
け
れ
ば
、
私
が
こ
こ
に
来
て
、
篤
と
貴
重

書
に
向
き
合
う
こ
と
も
叶
わ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
、

し
み
じ
み
と
学
恩
を
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、
引
き
続
き
キ
リ
シ
タ
ン

日
本
語
文
典
へ
の
イ
ベ
リ
ア
半
島
文
法
書
か
ら
の
影

響
を
検
証
し
な
が
ら
、
今
後
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
日
本

語
文
典
の
文
法
規
範
の
、
キ
リ
シ
タ
ン
版
の
文
学
書

や
教
義
書
へ
の
反
映
、
そ
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
語
学

書
へ
の
中
世
芸
能
伝
書
類
の
影
響
な
ど
、
更
に
自
ら

の
研
究
の
視
野
を
広
げ
、
よ
り
一
層
研
究
に
邁
進
し

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

（
く
ろ
か
わ　

ま
り
）

修
飾
要
素
が
、
ど
の
よ
う
な
環
境
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
意
味
機
能
を
持
つ
の
か
と
い
う
興
味
が
あ
り
ま

し
た
。
例
え
ば
「
教
室
で
勉
強
し
て
い
る
太
郎
を
思

い
浮
か
べ
た
」
の
よ
う
な
例
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

す
。
こ
の
例
が
興
味
深
い
の
は
、
「
太
郎
」
の
よ
う

な
個
体
を
表
す
名
詞
が
「
い
つ
も
は
だ
ら
し
な
い
が
、

教
室
で
勉
強
し
て
い
る
太
郎
を
思
い
浮
か
べ
た
」
の

よ
う
に
、
意
味
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
方
で
、
こ
う
い
っ
た

意
味
的
な
限
定
は
ど
の
よ
う
な
環
境
に
お
い
て
も
生

じ
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
教
室
で
勉
強
し
て
い
る
太

郎
を
呼
び
出
し
た
」
の
よ
う
な
例
の
場
合
に
は
、「
い

つ
も
の
太
郎
で
は
な
く
、
教
室
に
い
る
太
郎
を
呼
び

出
し
た
」
の
よ
う
な
解
釈
が
困
難
で
す
。
こ
の
よ
う

な
、
個
体
を
限
定
す
る
働
き
を
持
つ
連
体
修
飾
要
素

が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
点

は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
議
論
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
先
ほ
ど
の
例
は
、
主
節
述
語
「
思
い
浮

か
べ
る
／
呼
び
出
す
」
に
お
い
て
の
み
対
立
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
述
語
の
意
味
的
な
対
立

に
つ
い
て
も
、
十
分
な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
述
語

と
そ
の
補
部
、
つ
ま
り
補
語
と
な
っ
た
名
詞
句
や
連

体
修
飾
要
素
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
分
析
を
進
め
、

一
定
の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
考
え
て
み
た
い
テ
ー

マ
も
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
研
究
者
と
し
て
の
歩
み
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は
ま
だ
道
半
ば
で
す
。
あ
る
い
は
、
よ
う
や
く
端
緒

に
つ
い
た
と
い
う
ほ
う
が
よ
り
正
確
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
新
村
出
先
生
と
い
う
偉
大
な
研
究
者
の
名
を
冠

す
る
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
励
み
に
、
今
後
も
一

層
研
究
に
精
励
し
、
研
究
者
と
し
て
研
鑽
を
重
ね
て

ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。　

（
み
よ
し　

の
ぶ
よ
し
）

資
料
紹
介

　

重
山
博
士
の
和
紙
研
究

吉　

野　

政　

治

　

文
献
調
査
に
基
づ
く
和
紙
の
歴
史
的
研
究
は
、
昭

和
十
一
年
に
発
足
し
た
重
山
新
村
博
士
を
代
表
と
す

る
和
紙
研
究
会
に
よ
っ
て
本
格
的
に
始
ま
っ
た
と
言

え
る
。

　

会
の
機
関
誌
『
和
紙
談
叢
』
は
昭
和
十
二
年
二
月

に
発
行
さ
れ
た
が
、
編
集
兼
印
刷
人
奥
本
正
人
の
事

情
に
よ
っ
て
一
号
の
み
で
廃
刊
と
な
り
、
『
和
紙
研

究
』
と
名
を
変
え
て
昭
和
十
四
年
一
月
に
第
一
号
が

発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
二
十
六
年
十
二

月
発
行
の
第
十
五
号
で
終
刊
し
た
が
、
博
士
没
後
に

再
刊
さ
れ
、
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
発
行
の
第
十
七

号
ま
で
続
い
た
。

　

１

　

重
山
博
士
の
和
紙
研
究
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の
会

の
機
関
誌
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
『
新
村
出
全
集
』

第
九
巻
「
和
紙
研
究
篇
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の

を
内
容
に
よ
っ
て
分
類
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

和
紙
外
聞

　
　

和
紙
外
聞
抄　

『
和
紙
談
叢
』
（
昭
和
十
二
年

　
　
　

二
月
）

　
　

和
紙
覚
書　

『
和
紙
研
究
』
第
一
号
（
昭
和
十

　
　
　

四
年
一
月
）

　
　
　

 

＊
「
和
紙
外
聞
抄
」
の
補
足

　
　

和
紙
自
讃
他
讃　

『
和
紙
研
究
』
第
十
五
号
（
昭

　
　
　

和
二
十
六
年
十
二
月
）

　

文
学
に
お
け
る
和
紙

　
　

紙
漉
の
歌　

『
創
作
』
（
昭
和
十
二
年
七
月
）

　
　
　

 

＊
後
『
橿
』
に
収
録

　
　

和
紙
覚
書
（
二
）　

『
和
紙
研
究
』
第
二
号
（
昭

　
　
　

和
十
四
年
四
月
）

　
　
　

 

＊
江
戸
文
学
に
見
え
る
和
紙
の
紹
介
。
後「
俳

　
　
　

 

　

句
と
吉
野
紙
な
ど
」と
改
題
し
『
橿
』
に
収

　
　
　

 

　

録

　
　

和
紙
の
歌
な
ど　

『
和
紙
研
究
』
第
十
三
号
（
昭

　
　
　

和
二
十
三
年
九
月
）

　

地
方
紙
と
そ
の
歴
史

　
　

和
紙
覚
書
（
三
）　

『
和
紙
研
究
』
第
三
号
（
昭

　
　
　

和
十
四
年
八
月
）

　
　
　

 

＊
後「
吉
野
の
国
栖
紙
」と
改
題
し『
橿
』に
収

　
　
　

 

　

録

　
　

和
紙
覚
書
（
四
）　

『
和
紙
研
究
』
第
四
号
（
昭

　
　
　

和
十
四
年
十
二
月
）

　
　
　

 

＊
関
口
隆
吉「
御
用
紙
一
件
」を
美
濃
紙
史
料

　
　
　

 

　

と
し
て
紹
介
し
た
も
の

　
　

和
紙
覚
書
（
五
）　

『
和
紙
研
究
』
第
五
号
（
昭

　
　
　

和
十
五
年
四
月
）

　
　
　

 

＊
吉
野
紙
に
つ
い
て
書
い
た
も
の

　
　

和
紙
覚
書
（
六
）　

『
和
紙
研
究
』
第
六
号
（
昭

　
　
　

和
十
五
年
七
月
）

　
　
　

 

＊
「
和
紙
覚
書
（
四
）
」
の
補
足

　
　

杉
原
紙
源
流
考
（
上
）　

『
和
紙
研
究
』
第
七
号

　
　
　

（
昭
和
十
五
年
十
一
月
）

　
　

越
後
の
小
国
紙　

『
和
紙
研
究
』
第
十
四
号
（
昭

　
　
　

和
二
十
六
年
一
月
）

そ
の
他

　

堀
部
正
二
著
「
椙
原
紙
箚
記
」
跋　

『
和
紙
研
究
』

　
　
　

第
十
二
号
（
昭
和
二
十
年
一
月
）

　

中
山
琇
静
著
『
名
塩
紙
』
序
文　

（
昭
和
二
十
二

　
　
　

年
九
月
）

　

小
葉
田
淳
著
『
岡
本
村
史
』
序
文　

（
昭
和
三
十

　
　
　

一
年
九
月
）
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此
の
書
き
の
ふ
神
田
南
神
保
町
に
て
も
と
め
、
け
ふ

箱
根
の
山
中
よ
り
富
士
の
裾
野
か
け
て
汽
車
疾
走
せ

る
間
に
一
わ
た
り
よ
み
を
は
り
ぬ
。
わ
か
き
こ
ろ
駿

河
半
紙
を
つ
か
ひ
し
こ
と
な
ど
お
も
ひ
お
こ
し
、
そ

の
紙
い
ま
は
い
か
に
な
り
ゆ
き
た
る
と
考
へ
め
ぐ
ら

し
つ
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
八
年
五
月
二
日　

つ
ば
め
号
に
て　

新
村　

出

 
 

　

重
山
博
士
は
『
工
藝
』
の
定
期
購
読
者
で
は
な
か
っ

た
。
博
士
が
こ
れ
ら
の
号
を
購
入
し
、
手
許
に
残
し

た
の
は
、
和
紙
に
対
す
る
郷
愁
を
感
じ
、
広
く
和
紙

に
つ
い
て
調
査
し
て
み
よ
う
と
い
う
思
い
が
生
ま
れ

た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
後
に
「
和
紙
に
つ
い
て

の
研
究
雑
誌
を
作
つ
て
見
た
い
」
と
い
う
奥
本
正
人

の
願
い
に
対
し
て
尽
力
を
約
し
、
和
紙
研
究
会
の
代

表
者
と
な
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
背
景
も
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

　

３

　

寿
岳
文
章
は
柳
の
『
工
藝
』
の
編
集
に
深
く
関
わ

り
、
重
山
博
士
と
共
に
和
紙
研
究
会
の
立
ち
上
げ
に

も
関
わ
り
、
『
和
紙
談
叢
』
『
和
紙
研
究
』
の
編
集
に

も
関
わ
っ
た
が
、
重
山
博
士
と
寿
岳
と
の
往
復
書
簡

に
は
和
紙
研
究
会
発
足
以
前
の
重
山
博
士
の
和
紙
へ

の
関
心
の
高
さ
が
窺
え
る
話
題
が
散
見
す
る
。

　

次
に
昭
和
十
一
年
の
寿
岳
文
章
宛
新
村
出
書
簡
か

取
、
塩
冶
の
団
扇
、
鳥
取
の
錠
、
牛
の
戸
の
壺
・
茶

碗
・
飯
碗
・
皿
、
喜
阿
弥
の
蓋
物
、
袖
師
の
土
瓶
、

布
志
名
の
燗
徳
利
、
湯
町
の
鉢
、
母
里
の
皿
の
写
真

等
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
論
文
に
は
永
松
清

一
郎
「
古
代
因
幡
紙
の
再
興
」
、
太
田
直
行
「
地
方

工
芸
の
将
来
」
、
吉
田
璋
也
「
因
幡
の
民
芸
品
試
作
」
、

柳
宗
悦
「
民
芸
と
摸
倣
」
、
森
永
重
治
「
広
瀬
絣
」
、

河
井
寛
次
郎
「
山
陰
の
窯
」
、
太
田
直
行
「
喜
阿
弥

の
窯
」
、
柳
宗
悦
「
美
の
標
準
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

因
幡
紙
に
つ
い
て
は
柳
の
解
説
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
号
は
特
に
和
紙
だ
け
を
採
り
あ
げ
た
も
の
で
は

な
い
が
、
重
山
博
士
は
和
紙
に
つ
い
て
特
に
注
目
し

た
よ
う
で
あ
り
、
冊
子
の
背
に
「
工
藝　

十　

紙
の

こ
と　

因
州
の
か
み
」
と
手
書
き
し
て
い
る
。

　

重
山
文
庫
所
蔵
の
『
工
藝
』
で
第
十
号
に
次
い
で

古
い
の
は
前
出
の
「
和
紙
特
輯
号
」
の
二
十
八
号
で

あ
る
。
口
絵
に
は
島
根
の
和
紙
実
物
十
八
種
の
実
物

（
一
枚
は
紙
布
）
が
貼
付
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
の
柳
の
「
挿
絵
小
解
」
が
あ
り
、
ま
た
写
真
九
枚

を
挿
入
し
た
和
紙
製
作
の
「
工
程
図
解
」
が
あ
る
。

論
文
は
太
田
直
行
「
雲
石
紙
考
」、
中
村
和
「
和
紙

の
特
徴
と
島
根
の
紙
」、
柳
宗
悦
「
和
紙
の
美
」、
寿

岳
文
章
「
和
紙
復
興
」、
中
村
直
勝
「
和
紙
の
二
三
」、

内
藤
虎
次
郎
「
和
紙
の
は
な
し
」
の
六
つ
の
論
考
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
重
山
博
士
は
こ
の
冊
子
の
背
に

も
「
工
藝　

三
十
八　

紙
の
こ
と　

雲
州
石
州
の
か

み
」
と
手
書
き
し
て
お
り
、
裏
見
返
し
の
遊
び
紙
に

は
次
の
よ
う
に
鉛
筆
の
走
り
書
き
が
あ
る
。

　

２

　

と
こ
ろ
で
、
柳
宗
悦
は
自
著
『
和
紙
の
美
』
（
昭

和
十
八
年
刊
）
の
た
め
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
「
和
紙

十
年
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
文
中
「
こ

の
号
」
と
あ
る
の
は
、
柳
の
主
宰
し
た
民
芸
運
動
の

機
関
誌
『
工
藝
』
の
、
小
川
紙
（
細
川
紙
）
を
特
輯

し
た
五
十
九
号
（
昭
和
十
年
十
一
月
発
行
）
の
こ
と

で
あ
る
。

こ
の
号
も
前
述
の
第
二
十
八
号
と
共
に
、
和
紙
を
紹

介
し
た
画
期
的
な
出
版
と
な
っ
た
。
後
年
『
和
紙
研

究
』
の
如
き
雑
誌
が
出
た
の
も
、
こ
れ
ら
の
『
工
藝
』

に
刺
激
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
え
る
。　

　

確
か
に
和
紙
研
究
会
の
発
足
と
『
和
紙
談
叢
』『
和

紙
研
究
』
の
発
刊
は
、
『
工
藝
』
の
和
紙
特
輯
号
の

二
冊
が
刺
激
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
重

山
博
士
の
文
献
に
よ
る
和
紙
に
関
す
る
研
究
は
和
紙

研
究
会
が
発
足
す
る
前
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
ま
た
、
そ
れ
も
ま
た
柳
の
『
工
藝
』
に
よ
っ
て

思
い
立
た
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

重
山
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
工
藝
』
で
最
も

古
い
の
は
第
十
号
（
昭
和
六
年
十
月
発
行
）
で
あ
る
。

こ
の
号
は
「
山
陰
の
新
工
芸
品
紹
介
の
特
集
号
」
で

あ
り
、
口
絵
に
は
四
種
の
因
幡
紙
と
広
瀬
絣
と
因
州

木
綿
の
実
物
が
貼
ら
れ
、
安
木
の
皿
立
・
刳
盆
・
垢
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か
ゝ
る
右
風
土
記
所
載
の
事
項
は
是
非
補
充
せ

ら
れ
候
や
う
に
切
望
に
不
堪
候
。

　

小
生
別
に
抄
録
い
た
し
あ
る
も
の
控
へ
を
れ

ど
も
原
本
に
よ
り
て
さ
し
ゑ
を
加
へ
ら
れ
ね

ば
、
点
睛
を
欠
く
の
憾
あ
る
べ
く
候
。

　

ま
た
、
次
の
書
簡
に
見
え
る
寿
岳
か
ら
の
「
造
紙

史
研
究
の
プ
ラ
ン
」
は
、
や
が
て
発
足
す
る
和
紙
研

究
会
と
関
わ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

五
月
七
日
付

（
前
略
）
造
紙
史
研
究
の
プ
ラ
ン
一
応
承
は
り

申
候
。
二
十
日
す
ぎ
に
は
新
緑
感
賞
が
て
ら
参

上
の
つ
も
り
に
候
へ
ば
、
其
節
再
び
御
相
談
可

申
候
。
此
の
書
箋
は
信
州
の
人
よ
り
贈
ら
れ
し

も
の
に
候
。
麻
積
紙(

東
筑
摩
郡
北
部
、
始
槍

山
の
う
し
ろ
に
あ
た
る
か)

と
か
申
し
を
り

候
。
例
の
歴
史
地
理
五
月
号
に
中
篇
と
し
て
続

稿
出
て
を
り
候
稿
者
は
東
京
帝
大
の
史
料
編
纂

所
在
勤
の
人
と
い
へ
ば
、
成
る
ほ
ど
と
う
な
づ

か
れ
申
候
。

＊
「
歴
史
地
理
五
月
号
に
中
篇
と
し
て
続
稿
出

て
を
り
候
」
云
々
と
い
う
の
は
小
野
晃
嗣
著

「
中
世
に
於
け
る
製
紙
業
と
紙
工
業
」
と
い

う
論
文
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
小
野
論
文
に

よ
り
、
播
磨
国
杉
原
谷
を
杉
原
紙
の
原
産
地

と
す
る
重
山
博
士
の
説
は
固
ま
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　

三
月
三
十
一
日
付

（
前
略
）
次
に
武
蔵
小
川
紙
の
こ
と
、
新
編
武

蔵
国
風
土
記
（
稿
）
に
出
で
を
り
候
こ
と
申
上

候
が
、
次
々
の
『
工
藝
』
の
誌
上
に
お
い
て
可

然
御
補
充
置
如
何
か
と
存
ず
。
新
編
武
蔵
国
風

土
記
〈
二
百
六
十
五
巻
（
写
本
旧
幕
府
編
纂
）
〉

は
明
治
十
七
年
和
装
八
十
冊
本
（
新
編
武
蔵
国

風
土
記
稿
）
存
。
昭
和
再
刊
の
大
日
本
地
誌
大

系
本
（
数
冊
）
あ
り
。
原
本
は
旧
幕
府
本
よ
り

引
継
ぎ
て
内
閣
文
庫
本
あ
り
。
左
の
巻
々
に
於

て
、
小
川
紙
及
同
系
の
造
紙
の
こ
と
散
見
い
た

し
を
り
候
。

巻
二
四
六
（
秩
父
郡
之
一
）
〈
洋
装
、
昭
和
本
、

７
５
丁
―
７
６
丁
。
和
装
、
明
治
本
８
丁
〉
槻

川巻
二
四
九
（
秩
父
郡
之
四
）
（
中
略
）

巻
二
五
〇
（
秩
父
郡
之
五
）
（
中
略
）

な
ほ
巻
一
（
総
国
図
説
）
（
中
略
）

而
し
て
、
あ
ち
こ
ち
の
風
景
画
、
風
俗
画
（
紙

す
き
に
関
し
て
）
も
み
え
、
古
雅
に
存
候
。
も

し
原
本
（
内
閣
文
庫
の
原
本
に
よ
り
て
）
よ
り
、

原
図
を
撮
影
又
は
複
製
模
し
て
『
工
藝
』
上
に

載
せ
ら
れ
候
は
ゞ
甚
だ
面
白
か
ら
ん
か
と
存

候
。
明
治
初
刊
本
、
昭
和
再
刊
本
の
挿
画
は
甚

だ
ま
づ
き
や
う
に
存
候
へ
ば
此
の
際
是
非
原
本

よ
り
と
希
は
れ
候
。
―
―
と
も
か
く
も
小
川
紙

の
盛
時
に
あ
た
れ
る
文
化
文
政
年
代
の
編
纂
に

ら
い
く
つ
か
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
が
、
最
初
の
三
通

は
『
工
藝
』
五
十
九
号
に
特
輯
さ
れ
た
小
川
紙
に
つ

い
て
の
話
題
で
あ
る
。

　

二
月
十
六
日
付

昨
日
は
御
来
訪
さ
ま

ぐ
の
お
は
な
し
も
出
来

何
よ
り
喜
ば
し
く
存
候
。
本
日
街
か
ど
で
『
工

藝
』
五
十
九
号
、
小
川
紙
の
一
冊
手
に
入
り
、

一
夜
の
た
の
し
み
に
よ
み
を
は
り
申
候
。
感
興

裨
益
共
に
著
し
か
り
し
こ
と
、
御
指
示
の
た
ま

も
の
に
候
。
書
志
も
相
当
役
に
立
ち
可
申
存
候
。

岩
国
紙
の
方
は
昨
今
は
も
は
や
衰
頽
し
て
更
生

の
道
も
指
揮
の
価
も
な
き
に
や
如
何
。

　

二
月
二
十
二
日
付

（
前
略
）
な
ほ
『
工
藝
』
の
次
号
あ
た
り
に
紙

に
関
す
る
小
文
章
か
ゝ
せ
て
も
ら
ふ
こ
と
出
来

可
申
や
如
何
。
研
究
に
は
あ
ら
で
報
告
に
す
ぎ

ざ
る
も
の
に
候
ど
。

＊
こ
の
重
山
博
士
の
希
望
は
か
な
え
ら
れ
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
「
報
告
」
と
い
う

の
は
『
工
藝
』
第
十
号
掲
載
の
柳
の
文
章
に

触
発
さ
れ
た
も
の
で
、
後
の
重
山
博
士
の
「
和

紙
外
聞
抄
」
に
書
か
れ
た
内
容
の
よ
う
な
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
小
川
紙
に
関

す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
れ

ば
、
次
の
三
月
三
十
一
日
付
書
簡
に
書
か
れ

た
よ
う
な
内
容
で
あ
ろ
う
。



新村出記念財団報 37（9）

５
判
四
段
組
で
図
版
も
多
い
（
『
広
辞
苑
』
も
ほ
ぼ

同
様
の
体
裁
）
。
新
村
は
「
跋
」
の
末
尾
に
「
終
り

に
臨
ん
で
、
こ
の
『
辭
苑
』
の
誕
生
計
画
が
、
篤
厚

な
る
士
の
犠
牲
的
精
神
に
負
ふ
こ
と
の
多
大
な
る
も

の
が
あ
る
に
拠
る
こ
と
を
、
特
に
附
記
し
て
衷
心
よ

り
深
謝
の
意
を
表
す
る
」
と
岡
の
こ
と
を
記
し
て
い

る
。

　

昭
和
一
三
年
に
は
、
溝
江
の
手
に
よ
っ
て
『
辭
苑
』

か
ら
百
科
項
目
を
除
い
て
簡
略
化
し
た
『
言
苑
』
が

博
文
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
（
印
税
は
、
新
村
・
溝
江
・

岡
で
三
等
分
）
。
戦
後
初
期
の
学
習
用
小
型
国
語
辞

典
の
も
と
と
な
る
。

　

し
ば
ら
く
後
、
「
博
文
館
の
た
め
に
こ
れ
以
上
仕

事
を
す
る
こ
と
は
気
が
進
ま
な
い
」
と
渋
る
新
村
を

岡
が
説
得
し
、
改
訂
作
業
が
始
ま
っ
た
。
岡
は
百
科

項
目
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
治
安
維
持
法
違

反
の
か
ど
で
勾
留
さ
れ
、
執
行
猶
予
つ
き
で
釈
放
さ

れ
た
が
、
失
職
し
て
い
た
次
男
の
新
村
猛
（
仏
文
学

者
）
に
外
来
語
の
担
当
を
依
頼
し
た
。

　

猛
は
外
来
語
の
担
当
を
こ
え
て
、
上
田
萬
年
・
松

井
簡
治
共
著
『
大
日
本
國
語
辭
典
』
の
孫
引
き
が
多

い
こ
と
な
ど
不
備
を
感
じ
、
息
子
の
特
権
を
活
か
し

て
改
訂
作
業
に
全
面
的
に
介
入
し
た
。
個
人
的
に
阪

倉
篤
義
に
協
力
を
要
請
も
し
た
。
改
訂
版
が
刊
行
で

き
な
い
ま
ま
戦
局
は
深
ま
り
、
東
京
へ
の
空
襲
で
博

文
館
、
共
同
印
刷
は
全
焼
し
、
原
稿
や
確
保
し
て
い

た
用
紙
、
紙
型
な
ど
が
失
わ
れ
た
。
か
ろ
う
じ
て
残
っ

た
校
正
刷
を
猛
が
ト
ラ
ン
ク
に
入
れ
、
空
襲
警
報
が

元
舞
鶴
女
子
高
教
頭
の
溝
江
八や

お

た

男
太
の
協
力
が
あ
れ

ば
と
の
条
件
で
受
諾
。
溝
江
の
百
科
項
目
を
含
め
る

と
い
う
提
案
を
容
れ
て
編
纂
が
始
ま
っ
た
。
能
勢
朝

次
ら
東
京
高
師
出
身
者
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
集
め
ら

れ
た
。

　

岡
は
一
人
出
版
社
の
自
分
の
と
こ
ろ
で
は
手
に
余

る
と
思
い
、
同
郷
長
野
県
出
身
の
岩
波
茂
雄
に
依
頼

し
た
が
断
ら
れ
、
渋
沢
敬
三
の
仲
介
で
博
文
館
（
戦

前
の
代
表
的
出
版
社
）
に
引
き
受
け
て
も
ら
う
こ
と

に
な
る
。
そ
の
際
、
新
村
は
「
岡
君
に
頼
ま
れ
て
や

む
な
く
引
き
受
け
た
の
だ
か
ら
…
少
な
く
と
も
印
税

の
半
分
は
岡
君
が
受
け
る
こ
と
を
条
件
」
と
し
て
受

諾
し
た
。
岡
は
実
務
・
進
行
管
理
、
博
文
館
と
の
折

衝
役
を
務
め
た
。

　

新
村
財
団
に
は
「
京
都
市
上
京
區
小
山
中
溝
町

十
九　

新
村
出
樣
／
東
京
市
日
本
橋
區
本
町　

博
文

館
辭
典
編
纂
部　

溝
江
八
男
太
」
と
印
刷
さ
れ
た
葉

書
を
含
め
、
溝
江
の
新
村
宛
書
簡
は
九
二
通
の
こ
り
、

岡
の
新
村
宛
は
五
八
通
の
こ
っ
て
い
る
。
新
村
か
ら

溝
江
宛
の
書
簡
は
博
文
館
が
空
襲
で
全
焼
し
た
た
め

の
こ
っ
て
い
な
い
。
百
科
項
目
に
つ
い
て
は
、
ア
ー

ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
の
子
息
、
武
田
久
吉
（
植
物
学
者
、

理
学
博
士
）
が
協
力
し
た
。

二　
『
辭
苑
』
の
刊
行
、
改
訂
作
業
に
次
男
猛
が
参
画

　

新

村

出

命

名

の
『

辭

苑

』
・

昭

和

一

〇

年

（
一
九
三
五
）
二
月
刊
行
、
一
六
万
項
目
収
録
、
Ａ

公
開
講
演

　

『
広
辞
苑
』
の
裏
面
史

　
　
　

―
人
と
出
版
社
の
織
り
な
す
物
語

新　

村　
　

 

恭

　

『
広
辞
苑
』
の
編
者
新
村
出
は
、
実
父
関
口
隆た

か
よ
し吉

（
関

口
家
次
男
）
の
次
男
。
そ
の
次
男
新
村
猛
の
次
男
の

新
村
恭

や
す
し

で
す
。
話
は
『
広
辞
苑
』
の
内
容
の
細
部
に

は
関
わ
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
人
と
出
版
社
の
関
係
で
す
。

新
村
家
と
『
広
辞
苑
』
の
物
語
で
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
国
語
辞
典
編
纂
は
、
大
槻
文
彦
・
松
井
簡

治
の
血
の
に
じ
む
個
人
的
努
力
か
ら
始
ま
り
、
現
在

は
出
版
社
の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
新
村
出
の
『
辭
苑
』
、『
広
辞
苑
』
は
過
渡
的
・

中
間
的
形
態
と
言
え
ま
す
。
前
提
と
し
て
、
こ
の
歴

史
的
流
れ
を
お
さ
え
る
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。

一　

新
村
出
の
国
語
辞
典
編
纂
の
始
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
生
み
の
親
は
出
版
人

　

岡
書
院
の
岡
茂
雄
が
新
村
の
主
著
の
一
つ
『
東
亜

語
源
志
』
（
昭
和
五
年
）
を
刊
行
後
、
家
庭
向
け
の

国
語
辞
典
編
纂
を
要
請
。
新
村
は
「
そ
の
よ
う
な
も

の
に
は
興
味
を
も
た
な
い
」
と
断
っ
た
が
、
執
拗
な

要
請
に
折
れ
、
東
京
高
師
時
代
の
教
え
子
で
国
語
副

読
本
の
教
材
な
ど
を
い
っ
し
ょ
に
手
が
け
て
い
た
、
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…
…
〔
辭
苑
の
〕
校
正
刷
が
あ
る
以
上
、
改
修
の

事
業
は
比
較
的
簡
単
に
進
め
得
る
も
の
と
我
も
人
も

思
考
し
た
が
、
そ
の
予
想
は
甚
だ
甘
か
っ
た
。
戦
塵

の
静
ま
り
ゆ
く
に
つ
れ
て
、
日
本
は
一
大
転
換
を
開

始
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
即
ち
昨
日
ま
で
国
を
動
か

す
大
き
な
原
動
力
で
あ
っ
た
陸
海
軍
は
廃
止
さ
れ
、

日
本
国
憲
法
は
発
布
せ
ら
れ
た
。
こ
の
憲
法
の
改
正

を
軸
と
し
て
、
法
律
は
無
論
、
文
物
制
度
の
あ
ら
ゆ

る
も
の
が
め
ま
ぐ
る
し
く
改
廃
さ
れ
、
創
建
さ
れ
て

行
っ
た
。
民
主
化
へ
の
巨
大
な
歩
み
は
、
古
い
も
の

一
切
の
存
続
を
拒
む
ご
と
き
世
相
を
展
開
し
た
。
こ

の
事
は
辞
典
編
纂
の
上
に
細
大
と
な
く
影
響
す
る
。

嘗
て
の
重
要
項
目
は
今
は
多
く
削
除
す
べ
き
も
の
と

な
り
、
或
は
評
価
が
急
変
し
て
増
補
又
は
縮
小
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
存
続
す
べ
き
項
目
に
対
し
て
も
、

そ
の
見
方
が
著
し
く
違
っ
て
き
た
。
加

し
か
の
み
な
ら
ず

之
、
新
た

に
採
る
べ
き
項
目
は
日
に
月
に
続
出
し
、
応
接
に
暇

な
か
ら
し
め
る
と
共
に
、
忽
ち
現
れ
忽
ち
消
え
去
る

社
会
百
般
の
事
象
が
編
集
部
を
困
惑
せ
し
め
た
の

も
、
混
乱
期
の
自
然
な
る
姿
で
あ
っ
た
。
兵
を
廃
し

た
国
に
警
察
予
備
隊
が
で
き
、
こ
れ
が
忽
ち
に
し
て

保
安
隊
と
変
り
、
三
転
し
て
自
衛
隊
と
な
る
。
編
集

部
は
そ
の
都
度
、
前
稿
を
捨
て
て
新
稿
を
草
す
る
の

で
あ
る
。
こ
の
辞
典
が
単
純
な
国
語
辞
典
で
は
な
く
、

百
科
の
語
彙
、
固
有
名
詞
を
も
収
録
し
て
あ
ま
さ
ぬ

も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
か
か
る
現
象
か
ら
被
む
る
編

纂
上
の
困
難
は
当
初
の
予
想
を
裏
切
っ
て
こ
れ
を
数

倍
化
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

簡
篇
の
市
村
宏
宛
書
簡
に
収
録
、
ま
た
『
財
団
報
』

三
六
号
に
紹
介
）
。

　

出
版
社
と
の
折
衝
役
は
岡
茂
雄
か
ら
新
村
猛
に
代

わ
り
、
岡
の
印
税
著
作
権
は
消
滅
し
た
。
理
想
主
義

者
の
猛
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
給
料
を
当
時
高
水
準
だ
っ

た
岩
波
の
も
の
に
準
じ
て
支
払
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
に

日
本
共
産
党
中
央
委
員
の
夫
人
が
お
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の

尾
行
・
監
視
が
つ
い
た
た
め
、
一
時
期
編
纂
室
は
新

宿
区
四
谷
に
移
る
と
い
う
事
態
も
あ
っ
た
。

　

編
者
側
か
ら
岩
波
に
原
稿
が
渡
り
、
昭
和
二
八
年

か
ら
ゲ
ラ
が
出
始
め
る
。
こ
の
段
階
で
、
大
野
晋
か

ら
岩
波
を
通
じ
て
、
基
礎
語
の
解
説
が
不
十
分
と
の

意
見
が
あ
り
、
補
正
も
な
さ
れ
た
。
ス
タ
ッ
フ
か
ら

は
、
大
野
晋
に
は
新
村
家
か
ら
顧
問
料
が
支
払
わ
れ

て
い
た
の
に
な
ぜ
今
と
の
声
が
あ
っ
た
。
岩
波
は
多

く
の
社
員
を
熱
海
の
岩
波
家
別
荘
に
泊
ま
り
込
ま
せ

て
修
訂
・
校
正
に
大
奮
闘
し
た
こ
と
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
」
で
放
映
さ
れ
も
し
た
。
た
だ
、

こ
の
番
組
は
前
身
の
『
辭
苑
』
の
こ
と
が
全
く
触
れ

ら
れ
て
な
い
な
ど
、
岩
波
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ

て
お
り
、
脚
色
も
少
な
く
な
い
。

　

書
名
も
「
辞
海
」
「
新
辞
苑
」
か
ら
、
直
前
に
『
広

辞
苑
』
に
決
ま
っ
た
。
昭
和
三
〇
年
五
月
二
五
日
初

版
刊
行
。
二
〇
万
項
目
収
録
。
初
版
に
し
か
収
載
さ

れ
て
な
い
新
村
出
の
「
後
記
」
が
難
産
で
あ
っ
た
経

過
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
少
し
長
い
が
一
部
を
引
用

す
る
。

出
る
と
東
海
道
線
が
止
ま
る
な
か
、
親
戚
等
の
家
を

転
々
と
し
な
が
ら
京
都
に
帰
っ
て
終
戦
を
迎
え
る
。

三　

岩
波
書
店
が
引
き
継
ぎ
、『
広
辞
苑
』
刊
行

　

博
文
館
は
傘
下
に
共
同
印
刷
、
広
告
代
理
店
（
博

報
堂
の
前
身
）
、
日
本
書
籍
（
教
科
書
会
社
）
、
東
京

堂
（
取
次
、
本
の
卸
売
り
業
）
な
ど
を
お
さ
め
て
お

り
、
南
方
植
民
地
に
投
資
も
し
て
い
た
。
占
領
軍
の

財
閥
解
体
、
戦
争
責
任
追
及
の
施
策
を
恐
れ
て
、
自

ら
小
出
版
社
の
み
に
解
体
し
た
た
め
、
『
辭
苑
』
改

訂
版
の
刊
行
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
新
村

猛
は
病
気
療
養
中
の
岩
波
茂
雄
の
鎌
倉
の
家
に
単
身

乗
り
込
み
、
引
き
継
い
で
も
ら
う
こ
と
の
諒
承
を
と

り
つ
け
た
。
新
村
家
が
改
訂
作
業
の
た
め
に
博
文
館

に
借
り
て
い
た
費
用
は
岩
波
が
立
て
替
え
る
こ
と
に

な
っ
た
（
新
村
家
が
編
纂
・
改
訂
の
た
め
に
ス
タ
ッ

フ
を
雇
用
す
る
費
用
等
と
し
て
、
印
税
を
前
借
り
す

る
か
た
ち
は
『
広
辞
苑
』
第
三
版
ま
で
続
い
た
）
。

　

昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
九
月
、
岩
波
と
新
村

出
・
猛
の
協
力
の
も
と
、
冨
山
房
で
『
大
日
本
國
語

辭
典
』
を
担
当
し
た
こ
と
が
あ
る
国
文
学
者
の
市
村

宏
を
チ
ー
フ
に
一
〇
人
ほ
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
集
め
ら

れ
、
新
村
出
国
語
辞
典
編
纂
室
が
岩
波
書
店
内
に
設

け
ら
れ
、
活
動
が
始
ま
っ
た
。
各
分
野
の
一
流
研
究

者
に
百
科
項
目
原
稿
執
筆
が
要
請
さ
れ
た
。
新
村
出

か
ら
ス
タ
ッ
フ
宛
に
厖
大
な
数
の
指
示
書
も
送
ら
れ

た
（
そ
の
一
部
は
、
『
新
村
出
全
集
』
第
十
五
巻
書
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の
大
学
の
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
は
著
者
が
亡
く
な
っ
た

後
、
弟
子
が
補
訂
し
て
版
を
改
め
る
こ
と
は
行
わ
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
有
力
国
語
学
者
を
立
て
て

後
事
を
委
ね
る
こ
と
を
考
え
る
の
は
自
然
な
こ
と
で

あ
っ
た
。
新
村
家
に
支
え
る
力
が
あ
る
か
と
い
う
想

い
も
あ
っ
た
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
大
野
晋
は
新

村
家
か
ら
顧
問
料
を
も
ら
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
原
稿
入
稿
後
、
岩
波
を
通
じ
て
問
題
を
指
摘
し

た
。
後
釜
を
狙
っ
て
い
た
と
思
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

市
村
宏
の
新
村
猛
宛
の
岩
波
書
店
内
の
動
向
を
伝
え

る
書
簡
の
な
か
に
は
、
岩
波
側
に
大
野
晋
を
立
て
る

動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　

一
方
、
猛
は
第
二
版
に
不
満
だ
っ
た
。
孫
引
き
が

多
い
こ
と
な
ど
不
備
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た

た
め
も
あ
る
が
、
責
任
を
持
つ
べ
き
編
者
と
し
て
十

分
に
参
画
で
き
な
い
体
制
で
あ
っ
た
こ
と
、
「
亡
父
」

の
語
源
語
誌
説
が
相
対
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が

あ
る
。

　

岩
波
の
辞
典
部
長
・
秋
田
弘
と
新
村
猛
は
、
そ
れ

ぞ
れ
考
え
、
想
い
を
メ
デ
ィ
ア
に
出
し
た
り
も
し
た
。

か
く
て
岩
波
書
店
と
新
村
猛
は
不
和
と
な
り
、
た
め

に
『
新
村
出
全
集
』
は
筑
摩
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
（
全
一
五
巻
、
昭
和
四
六
～
四
八
年
）
。

　

確
執
が
あ
っ
た
も
の
の
、
岩
波
も
『
辭
苑
』
か
ら

『
広
辞
苑
』
ま
で
、
新
村
出
と
と
も
に
刊
行
を
担
っ

て
き
た
、
著
作
権
者
の
猛
の
意
向
を
無
視
し
て
進
む

こ
と
は
で
き
ず
、
和
解
し
て
「
第
二
版
補
訂
版
」
を

い
研
究
者
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の
項
目
に
つ

い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
た
。
努
力
は
継
続
し
た

が
、
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
春
に
は
東
辻
は
高

知
大
学
に
転
出
し
た
。
同
年
七
月
に
は
岩
波
書
店
の

吉
野
源
三
郎
、
長
田
幹
雄
ら
が
来
て
、
編
集
進
行
や

条
件
改
修
を
提
案
。
新
村
出
は
、
長
男
秀
一
、
次
男

猛
を
同
席
さ
せ
て
受
諾
し
た
。
同
一
〇
月
に
は
満

八
八
歳
に
な
っ
た
。

　

第
二
版
は
岩
波
を
中
心
に
し
て
進
め
ら
れ
た
。
初

版
の
項
目
を
一
点
ず
つ
用
紙
に
貼
付
し
、
手
を
入
れ

た
原
稿
が
岩
波
に
残
っ
て
い
る
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
」
で
は
初
版
の
原
稿
の
ご
と
く
見
せ
ら

れ
た
）
。
編
者
遺
族
側
の
か
か
わ
り
は
限
定
的
で
あ
っ

た
。
昭
和
四
二
年
八
月
新
村
出
歿
、
少
し
後
の
同

四
四
年
五
月
に
第
二
版
は
刊
行
さ
れ
、
序
文
は
新
村

猛
が
書
い
た
。
「
編
者
側
は
、
語
源
語
誌
及
び
外
来

語
を
分
担
し
、
そ
の
他
の
国
語
項
目
と
百
科
項
目
と

の
す
べ
て
は
書
店
が
中
心
と
な
り
、
百
余
名
の
専
門

学
者
の
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
」
と
あ
り
、
実

務
的
で
意
気
軒
昂
の
感
は
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
が
、

評
判
高
く
売
れ
行
き
は
た
い
へ
ん
良
好
だ
っ
た
。

　

新
村
出
歿
後
一
年
九
か
月
後
に
出
版
さ
れ
た
第
二

版
、
後
を
ど
う
す
る
か
、
こ
こ
が
大
き
な
分
岐
点
で

あ
っ
た
。

　

岩
波
書
店
は
ど
う
考
え
た
か
。
新
村
出
の
長
男
秀

一
は
病
の
た
め
父
の
葬
儀
に
姿
を
見
せ
ら
れ
ず
、
昭

和
四
四
年
一
二
月
に
亡
く
な
っ
た
。
次
男
猛
は
国
語

学
者
で
は
な
い
。
刊
行
し
て
い
る
超
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

　

困
難
は
そ
れ
の
み
に
は
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
新
事

項
は
遠
慮
な
く
発
生
す
る
が
、
こ
れ
を
正
確
に
解
説

す
る
資
料
と
す
べ
き
も
の
は
、
こ
れ
に
伴
っ
て
は
出

て
来
な
い
。
否
、
編
集
部
開
設
の
当
初
に
は
、
新
項

目
採
集
に
使
用
す
る
新
聞
な
ど
の
入
手
す
ら
で
き
な

か
っ
た
。
紙
が
な
い
、
鉛
が
な
い
―
資
料
の
欠
乏
が

新
資
料
の
出
現
を
固
く
阻
ん
で
居
た
の
で
あ
る
。

…
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

末
尾
に
は
「
更
に
個
人
的
に
で
は
あ
っ
た
が
、
こ

の
事
業
の
前
後
を
通
じ
て
な
に
く
れ
と
な
く
編
者
の

相
談
相
手
と
な
り
、
不
断
の
友
情
を
表
せ
ら
れ
た
岡

茂
雄
氏
に
本
辭
典
の
成
る
を
告
げ
て
、
そ
の
喜
び
を

頒
ち
た
い
」
と
あ
る
。

　

苦
労
の
末
で
は
あ
る
が
、
戦
後
早
い
時
期
、
混
沌

と
し
た
時
代
に
大
き
な
ス
テ
イ
タ
ス
を
確
立
し
た
こ

と
が
、
後
々
ま
で
の
力
と
な
っ
た
。

四　

新
村
出
逝
去
、
第
二
版
刊
行
―
紛
議
か
ら
協
同
へ

　

初
版
刊
行
一
年
後
、
新
村
出
は
依
頼
に
こ
た
え
て
、

率
直
な
感
想
を
記
し
、
誤
植
が
多
い
こ
と
や
「
先
行

辞
書
か
ら
の
孫
引
に
よ
る
失
敗
」
と
と
も
に
、
物
理

学
の
用
語
の
適
切
周
到
を
ほ
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
な

ど
、
「
き
よ
ほ
う
へ
ん
五
分
五
分
」
と
し
て
い
る
。

　

新
村
出
は
、
長
男
秀ひ

で
か
ず一

の
京
都
市
立
紫
野
高
校
の

同
僚
国
語
科
教
師
の
東ひ

が
し
つ
じ
や
す
か
ず

辻
保
和
に
定
期
的
に
「
来
勤
」

し
て
も
ら
い
、
改
訂
の
検
討
を
す
る
と
と
も
に
、
若
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…
…
「
新
村
出
遺
著
刊
行
会
」
は
、
こ
れ
を
発
展

的
に
解
消
し
て
、
わ
が
国
の
国
語
学
・
言
語
学
の
発

展
に
寄
与
す
る
た
め
の
助
成
事
業
等
を
も
併
せ
行
う

た
め
の
財
団
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
の
、
御
遺
族
の

総
意
に
よ
る
提
唱
が
あ
り
、
こ
れ
が
昭
和
五
十
六
年

五
月
、
「
新
村
出
記
念
財
団
」
の
名
称
の
も
と
に
、

文
部
大
臣
の
認
可
を
受
け
る
に
至
っ
た
。
「
遺
著
刊

行
会
」
の
仕
事
を
全
面
的
に
継
承
す
る
こ
と
に
な
っ

た
こ
の
「
財
団
」
が
、
し
た
が
っ
て
、
今
後
、
「
広

辞
苑
」
の
編
纂
・
修
補
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
「
財
団
」
に
「
刊
行

委
員
会
」
を
設
置
し
、
「
財
団
」
の
委
託
を
受
け
て

そ
の
作
業
に
当
る
こ
と
に
な
っ
た
。　
　
　
　
　
　

　

し
か
し
、
こ
の
「
刊
行
委
員
会
」
が
発
足
し
た
と

き
、
第
三
版
編
纂
の
作
業
は
、
新
村
猛
氏
を
中
心
と

す
る
金
岡
孝
氏
そ
の
他
の
ス
タ
ッ
フ
と
、
岩
波
書
店

辭
典
編
集
部
と
の
協
同
の
も
と
に
、
数
年
に
亘
っ
て

着
々
進
捗
し
つ
つ
あ
り
、
事
実
上
そ
の
大
半
が
完
成

さ
れ
て
い
た
。
「
刊
行
委
員
会
」
は
、
む
し
ろ
、
そ

の
成
果
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
か
た
ち
に
な
っ
た
こ

と
を
、
断
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　

　

こ
の
よ
う
に
、
新
村
出
記
念
財
団
は
『
広
辞
苑
』

の
「
刊
行
委
員
会
」
を
設
置
し
、
理
事
会
の
依
嘱
を

受
け
て
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
六
二
年
七
月
、

「
刊
行
委
員
会
」
の
依
嘱
に
よ
る
「
編
集
委
員
会
」

が
岩
波
の
担
当
者
と
と
も
に
第
一
回
の
会
合
を
持

ち
、
以
後
定
期
的
に
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
増
刷
時

め
に
展
示
し
て
い
る
。
大
日
本
印
刷
で
校
正
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
導
入
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
は
一
般
に

は
全
く
普
及
し
て
お
ら
ず
、
た
め
に
厖
大
な
手
書
き

資
料
が
残
っ
た
。
用
例
見
直
し
の
カ
ー
ド
や
第
二
版

の
項
目
に
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
『
岩
波
国
語
辞
典
』

『
岩
波
古
語
辞
典
』
の
同
項
目
を
貼
付
、
書
き
加
え

た
も
の
な
ど
が
あ
り
、
引
き
ず
っ
て
い
る
孫
引
き
解

消
、
よ
り
よ
い
語
釈
、
用
例
へ
の
意
欲
が
う
か
が
え

る
。

　

改
訂
作
業
が
終
盤
に
さ
し
か
か
っ
た
昭
和
五
六
年

（
一
九
八
一
）
五
月
、
新
村
出
遺
著
刊
行
会
を
継
承
・

発
展
さ
せ
て
財
団
法
人
新
村
出
記
念
財
団
が
設
立
さ

れ
た
（
初
代
理
事
長
新
村
猛
）
。
設
立
の
呼
び
か
け

人
に
は
多
く
の
著
名
研
究
者
が
名
を
連
ね
、
理
事
・

評
議
員
は
有
力
言
語
学
者
・
国
語
学
者
を
中
心
に
構

成
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
大
野
晋
の
名
は
一
切
無
い
。

　

岩
波
と
財
団
の
協
同
で
広
辞
苑
の
「
刊
行
委
員
会
」

を
発
足
さ
せ
て
ゴ
ー
ル
に
向
か
う
こ
と
と
な
り
、
昭

和
五
八
年
一
二
月
に
第
三
版
は
刊
行
さ
れ
た
。
増
頁

数
二
二
一
は
、
二
～
七
版
の
な
か
で
最
も
多
い
。
阪

倉
篤
義
新
村
出
記
念
財
団
理
事
長
の
「
第
三
版
の
序
」

が
経
緯
を
記
し
て
い
る
。

 
 

…
…
第
二
版
の
完
成
を
前
に
し
て
、
新
村
出
先
生

は
逝
去
さ
れ
た
。
…
爾
後
「
広
辞
苑
」
修
補
の
こ
と

は
、「
新
村
出
遺
著
刊
行
会
」
（
代
表
者
、
新
村
猛
氏
）

と
岩
波
書
店
辞
典
編
集
部
と
が
協
同
し
て
担
当
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
編
者
側
は
、
第
二
版
で
も

改
訂
に
加
わ
っ
た
国
語
学
者
の
金
岡
孝
名
古
屋
大
学

文
学
部
教
授
を
中
心
に
東
海
地
方
の
研
究
者
、
事
務

ス
タ
ッ
フ
で
体
制
を
つ
く
り
、
猛
の
長
男
・
徹
、
次

男
・
恭
も
参
画
し
た
。
岩
波
側
は
後
任
の
西
川
辞
典

部
長
と
数
人
の
社
員
が
担
当
し
た
。

　

補
訂
版
で
は
、
ア
フ
リ
カ
・
中
東
を
重
視
す
る
こ

と
、
差
別
語
の
見
直
し
等
が
課
題
と
さ
れ
た
。
ア
フ

リ
カ
・
中
東
は
編
者
の
人
脈
で
研
究
者
に
依
頼
し
、

近
世
を
中
心
と
す
る
差
別
語
は
岩
波
が
進
め
た
。
改

版
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
な
り
の
項
目
が

追
加
さ
れ
、
修
訂
が
施
さ
れ
た
。
岩
波
書
店
は
特
別

に
「
第
二
版
補
訂
版
」
と
し
て
売
り
出
し
た
（
昭
和

五
一
年
一
二
月
）
。
な
ぜ
第
二
版
だ
け
「
補
訂
版
」

が
あ
る
の
か
、
以
上
の
経
緯
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

五　

第
三
版
か
ら
第
四
版
へ

　

第
三
版
へ
向
け
て
の
体
制
づ
く
り
は
、
補
訂
版
作

成
と
併
行
し
て
進
め
ら
れ
た
。
新
村
出
遺
著
刊
行
会

と
し
て
、
金
岡
孝
中
心
の
ス
タ
ッ
フ
を
補
強
し
、
名

古
屋
の
新
村
猛
宅
の
離
れ
を
恒
常
的
な
編
集
室
と
し

て
改
訂
作
業
を
行
っ
た
。
長
男
新
村
徹
も
本
格
的
に

参
画
し
た
。
岩
波
の
担
当
者
、
西
川
秀
男
、
水
野
清

三
郎
、
禰ね

じ

め寝
雅
子
ら
と
名
古
屋
の
旅
館
等
で
し
ば
し

ば
会
議
を
持
っ
た
。

　

第
三
版
改
訂
作
業
の
校
正
刷
、
カ
ー
ド
、
一
覧
表

な
ど
の
一
部
は
、
現
在
、
重
山
文
庫
で
見
学
者
の
た
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セ
ラ
ー
で
も
あ
る
。
こ
れ
を
、
新
村
出
が
咲
か
せ
た

「
大
輪
」
と
言
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
そ
の
生
み
の
親
は
岡
茂
雄
だ
っ
た
の

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

現
在
は
、
電
子
化
の
た
め
も
あ
っ
て
、
出
版
社
は

難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
『
広
辞
苑
』
も
、
編
者

側
と
の
よ
り
よ
い
協
同
で
編
纂
力
を
増
す
こ
と
が
が

望
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
振
り

返
っ
て
そ
の
よ
う
に
思
う
次
第
で
す
。

※
参
考
文
献

新
村
恭
『
広
辞
苑
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
か
―
新
村
出
の

生
き
た
軌
跡
』（
二
〇
一
七
年
八
月
、
世
界
思
想
社
）

岡
茂
雄
『
本
屋
風
情
』
（
中
公
文
庫
、
一
九
八
三
年

九
月
、
初
版
、
平
凡
社
、
一
九
七
四
年
七
月
）

新
村
猛
『
「
広
辞
苑
」
物
語
―
辞
典
の
権
威
の
背
景
』

（
芸
術
生
活
社
、
一
九
七
〇
年
六
月
）

倉
島
長
正
『
「
国
語
」
と
「
国
語
辞
典
」
の
時
代
（
上
・

そ
の
歴
史
）
』
（
小
学
館
、
一
九
九
七
年
一
一
月
）

今
野
真
二
『
「
広
辞
苑
」
を
読
む
』
（
岩
波
新
書
、

二
〇
一
九
年
一
二
月
）

道
に
咲
い
た
小
花
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ

て
い
た
が
、
ど
う
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
新
村
出
の
一
生

を
拙
著
に
よ
っ
て
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

　

言
語
学
・
国
語
学
の
高
度
体
系
化
に
は
進
ま
ず
、

書
い
た
も
の
も
、
初
期
の
一
部
を
除
い
て
専
門
的
な

も
の
は
な
く
、
多
く
が
一
般
向
き
の
随
筆
で
あ
る
。

学
風
は
歴
史
主
義
的
で
あ
り
、
言
葉
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
き
た
か
、
語
源
・
語
誌
に
興
味
を
も
つ
。

文
献
に
広
く
通
じ
、
博
覧
強
記
で
あ
る
。
好
奇
心
強

く
、
興
趣
に
の
り
や
す
い
。
図
書
館
人
と
し
て
、
一

般
読
者
の
ニ
ー
ズ
を
感
受
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
大

学
定
年
後
、
宮
仕
え
は
一
切
し
な
か
っ
た
。
広
く
文

化
を
愛
好
し
た
。
教
育
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
て

い
た
。
敵
を
つ
く
ら
な
い
温
厚
な
性
格
で
、
幅
広
い

交
友
関
係
を
持
ち
、
年
齢
の
上
下
を
ふ
く
め
て
誰
と

で
も
フ
ラ
ン
ク
に
質
疑
応
答
等
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
大
変
筆
ま
め
で
あ
っ
た
。
人
間
関
係
を
大
切
に

し
た
。
人
が
よ
く
、
熱
心
な
要
請
を
断
る
の
が
下
手

で
あ
っ
た
。
「
よ
き
に
は
か
ら
え
」
と
人
に
任
せ
る

こ
と
が
で
き
る
性
格
で
あ
っ
た
。
現
実
の
な
か
で
柔

軟
な
対
応
を
す
る
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
。
二
人
の
息
子

を
含
め
て
、
子
孫
、
親
類
に
愛
情
を
注
ぎ
大
切
に
し

た
。
…
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
望
む
と
望
ま
ざ
る
と
に
か

か
わ
ら
ず
、
『
広
辞
苑
』
は
そ
の
生
き
方
の
結
実
と

思
え
る
。
そ
し
て
、
『
広
辞
苑
』
は
、
定
価
の
高
さ

を
ふ
く
め
て
考
え
る
と
、
戦
後
の
圧
倒
的
な
ベ
ス
ト

の
訂
正
箇
所
を
確
認
等
す
る
と
と
も
に
第
四
版
刊
行

に
向
か
っ
た
。
財
団
の
「
編
集
委
員
会
」
の
メ
ン
バ
ー

は
、
阪
倉
篤
義
（
代
表
）
、
新
村
猛
、
山
口
明
穂
、

鈴
木
英
夫
、
小
松
寿
雄
、
白
藤
禮
幸
と
さ
れ
る
。
阪

倉
篤
義
と
新
村
猛
は
、
第
四
版
の
ゲ
ラ
を
「
あ
」
か

ら
「
ん
」
ま
で
目
を
通
し
た
。

　

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
一
一
月
『
広
辞
苑
』
第

四
版
刊
行
。
新
村
猛
は
、
次
の
年
か
ら
摂
食
し
な
い

老
衰
状
態
が
進
行
し
、
平
成
五
年
一
〇
月
逝
去
し
た
。

葬
儀
の
後
、
岩
波
書
店
辞
典
部
長
の
西
川
秀
男
が
棺

に
『
広
辞
苑
』
第
四
版
を
入
れ
て
荼
毘
に
付
さ
れ
た

後
、
『
広
辞
苑
』
が
形
は
そ
の
ま
ま
、
真
っ
白
な
状

態
で
残
っ
て
い
た
。
新
村
家
の
『
広
辞
苑
』
へ
の
直

接
的
な
深
い
か
か
わ
り
は
終
焉
と
な
っ
た
。

　

第
四
版
の
後
、
新
村
出
記
念
財
団
の
役
員
が
国
語

項
目
の
元
締
め
を
務
め
、
百
科
項
目
は
岩
波
書
店
が

担
当
す
る
か
た
ち
で
、
全
体
と
し
て
岩
波
書
店
の
組

織
力
に
大
き
く
依
存
し
た
刊
行
と
な
っ
て
い
る
。

　

『
広
辞
苑
』
第
五
版
平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）

一
一
月
刊
、
第
六
版
平
成
二
〇
年
一
月
刊
、
第
七
版

平
成
三
〇
年
一
月
刊
。

　

お
わ
り
に
―
『
広
辞
苑
』
と
新
村
出

　

生
み
の
親
の
岡
茂
雄
は
、
気
の
進
ま
な
い
の
を
お

し
て
依
頼
し
た
負
い
目
も
あ
っ
て
、
『
広
辞
苑
』
が

新
村
出
の
主
要
業
績
と
見
ら
れ
て
は
い
け
な
い
、
脇
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令
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五
年
六
月
現
在
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員
名
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代
表
理
事　
　
　

木
田
章
義　
　

（
国
語
学
）
京
都
大
学
名
誉
教
授

　
　

業
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学
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